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1 はじめに

スマートフォンの登場により，Facebook，Google+

などの様々な SNSが普及してきた．これらの SNSは，

現実環境での人間関係をインターネット上でも構築し，

インターネット上でコミュニケーションすることによ

り人間関係を維持することができる．しかし，これら

SNSのインターネット上でのコミュニケーションは人

間関係の親密度を向上させることには有効ではない．

親密度を向上させるには，ユーザ同士が現実環境で

直接対面してコミュニケーションすることが最も有効

である．何故なら，親密度は秘密の共有，一緒にいる

時間や，相手からの必要とされることで向上するから

である．現実環境でのコミュニケーションには，「会食

をする」，「ショッピングを一緒にする」などの行動が

伴う．行動を伴った現実環境でのコミュニケーション

を実現するには，時間や場所などの制約がある．その

ために実現するにはユーザの能動的な行動が必要にな

り，ユーザが気軽に行うことができない．

そこで，本研究は現実環境で対面コミュニケーショ

ンを実現するための行動を誘発する SNSを提案する．
2 既存 SNSの問題点

既存 SNSは人間関係を表すソーシャルグラフ（SG）

と，人と物事の関係を表すインタレストグラフ（IG）

を使い，コミュニケーションを行うための環境を構築

している．ユーザは構築された環境で任意に相手を選

び，コミュニケーションを行う．つまり，システムは

環境を構築するだけで，後はユーザの能動的行動が無

いとコミュニケーションは発生しない．また，現実環

境での対面コミュニケーションを実現しようとすると，

面会の時間や場所などの制約をメッセージでやり取り

して解決しなくてはならない．これは，SNS が登場

する前に行われていたことと同じである．また，ユー

ザが現実環境で恣意的にコミュニケーションを行う場

合，制約を解決できる相手を見つけることができるの

は偶発である．既存 SNSは現実環境での対面コミュ

ニケーションを実現することに適していない．
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3 行動誘発型 SNS

3.1 概要

本 SNSは，現実環境での対面コミュニケーションを

実現するための行動を誘発することを目的とする．ユー

ザが現実環境で実現したい行動を伴ったコミュニケー

ションの内容に最適な相手を提示することで，ユーザ

の負担を軽減する．また，ユーザの恣意的行動にも対

応し，最適な相手を探し出すことで対面コミュニケー

ションの実現性を向上させる．
3.2 行動のタイプ

人が行動する時に決めることは，「何を」，「いつ」，

「どこで」の３つである．従って，現実環境でのコミュ

ニケーションに伴う行動は，以下の 3つのタイプに分

類することができる．
特定条件が必要

特殊なスキルや知識など条件が必要な場合

ex, 水漏れの修理，商業契約の相談
時空間制約あり

時間や場所などの時空間に制約がある場合

ex, 1時間以内に合う，何時にどこで待ち合わせ
時空間制約なし

特に時空間の制約がない場合

ex, 予備トイレットペーパーの買い足し
行動のタイプにより，最適な相手に求める条件が変

化する．これらを考慮し，SNSが最適な相手を自動的

に探し出す．
3.3 システム構成

SG，IG，位置情報，時間をパラメータとして扱う．

コミュニケーションをするための環境であるユーザ間

の関係性を構築するのに SG，IGを利用する．ユーザ

の目的とする行動を伴ったコミュニケーション内容に

とって最適な相手を探し出す時は，すべてのパラメー

タを扱う．

各パラメータは，3.2で述べた行動の 3タイプによっ

て優先度が変化する．行動の 3タイプとパラメータの

優先度の関係を表 1に記す．位置情報と時間は位置関

係を判断するために利用するため，表 1ではまとめて

Locationと明記する．

表 1に基づいてシステムは各パラメータに重みづけ

を行い，ユーザの目的とする行動に適した相手を探し

出す．
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表 1: 行動タイプとパラメータ優先度
優先度 1位 優先度 2位 優先度 3位

特定条件が必要 IG SG Location

時空間制約あり Location SG IG

時空間制約なし SG Location IG

System1. 目的を投稿
5. 相手候補リストを返す

2. 適した相手候補のリスト作成
6. 連絡を取り合う

3. 位置情報を要求
ユーザ コミュニケーション相手候補

4. 再度，適した相手候補のリストを作成
図 1: 動作手順

3.4 動作手順

図 1はシステムの動作手順である．
1. ユーザがコミュニケーションの内容をシステムに

送信
2. 行動を 3タイプの中から判断し，相手候補をリス

ト化
3. 相手候補の位置情報を要求
4. 取得した相手候補の位置情報を基に，再度相手候

補をリスト化
5. ユーザに相手候補のリストを返す
6. ユーザはリストを基に相手を選択し，連絡を取り

合う
1で，ユーザが送信する内容は「何を」，「いつ」，「ど

こで」の 3つである．

2では，ユーザが送信したコミュニケーションの内

容を行動の 3タイプのどれに当てはまるのかを判断す

る．判断されたタイプにおける優先度 2位までのパラ

メータで適した相手候補のリスト作成する．

4では，2で作成したリストと優先度 3位のパラメー

タを利用して再度，相手候補のリストを作成する．

6において，ユーザは少数の限られた候補の中から

相手を選択する．この選択時には，ユーザの求めるコ

ミュニケーションの内容を実現できる可能性が高いこ

とが分かっている．その為，ユーザは選択した相手に

コミュニケーションの実現への最終意思確認をするだ

けである．
4 システム設計

システムで利用するデータベース（DB）の例を図

2に記す．ユーザの基本情報を記憶したユーザDBに，

各ユーザが保持する人間関係を記憶したフレンドリス

トDBと投稿した目的の行動を記憶する目的行動DB

である．

ユーザDB
目的行動DBID 目的「何を」 時間「いつ」 場所「どこで」１ 面会 NOW 仙台駅２ 会食 3/9 17:00 京都駅３ ショッピング 3/11 NULL 京都

ID 名前 E-mail 位置情報 趣味 能力１ A A@example.com 緯度経度 スポーツ 英語２ B B@example.com 〃 ファッション NULL３ C C@example.com 〃 映画 PCフレンドリストDBID ユーザID 種別１ 4 家族２ 6 恋人３ 7 友人
図 2: システムのデータベースの例

4.1 パラメータ

各パラメータは以下の通りである．
SG：フレンドリスト DB

IG：ユーザ DBの趣味・能力
Location：ユーザ DBの位置情報
フレンドリスト DBのユーザを「家族」，「恋人」，

「友人」，「知人」の 4種類に分類して記憶する．IGは

事前に登録しておく．位置情報は，システムからの要

求時または本 SNSにログイン時に記憶される．
4.2 適した相手候補のリスト作成

SGのパラメータの重みづけは上記の分類の同順通

りである．IGのパラメータは目的行動DBの目的「何

を」に一致するかで重みづけする．Location のパラ

メータは，目的行動DBの場所と各ユーザの位置情報

の比較で重みづけを行う．

時空間制約がある場合，最初のリスト作成時は SG

のみで行う．時空間制約がない場合，1度目のリスト

作成時は既存位置情報を利用し，2度目のリスト作成

時に最新の位置情報を利用する．
5 考察

既存 SNSは SGと IGを静的に利用しているが，本

SNS は SG，IG，Location を動的に利用する．既存

SNSは，ユーザが相手を任意に指向してから，コミュ

ニケーション内容を伝える．しかし，本 SNSはコミュ

ニケーション内容をシステムに伝えることで，相手を

自動的に指向する．
6 まとめ

本論文は現実環境で対面コミュニケーションするた

めの行動を誘発する SNSを提案した．ユーザが目的

とする行動に適した相手を提示することで，行動する

ことへのきっかけを作り出す．
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